
 

  

 

 

 

 

 

●１日目 ９月２５日（水）             

JICA地球ひろば              東京大学             大学生との懇談会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●２日目 ９月２６日（木）               

Ａ：日本銀行本店 ・ 朝日新聞社 ・ 国連大学           卒業生（社会人）との懇談会 

 

 

 

 

 

 

B：警視庁本部 ・ 江戸東京博物館 ・ 外務省 

 

 

 

 

 

 

 

     

第４号 令和元年１０月 発 行 

石川県 立小松高等学校 ＮＳＨ担当  

東京大学では図書館を見学しました。

中には学食で大学生たちに混じって 

お腹を満たした生徒もいました。 

A・B両コースとも、普段訪れることが難し

い企業に緊張しているようでした。様々な

仕事の意義ややりがいに気付いてくれた

ように思います。また、夜は関東方面で働

く先輩方と懇談会を行いました。自分の将

来の夢について話す生徒もみられました。 

ケニアで活動をしていた青年海外協力隊

の方のお話を聞いた後、地球で起こって

いるゴミ問題を各ブースで学びました。 

大学生が気さくに話してくださったおかげ

で、生徒たちもたくさん質問することがで

き、非常に盛り上りました。 

 

★「人文科学コース」今後の予定★ 

◎１２月５日(木) Ｊゼミ・プレ発表会   

◎１２月１０日(火)～１４日(土) 海外交流研修（台湾・希望者） 

◎１月２１日(火) Ｊゼミ・最終発表会  

●３日目 ９月２７日（金） 

 

東京証券取引所                  羽田クロノゲート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●生徒の感想 

・自分の視野がいかに狭いものだったのかを気付かされた。今回訪問した機関や企業は国内プラス世界のこと

を考えていたので、これからの時代はグローバルに物事を考える必要があると思った。 

 

・社会人の方々との交流で、自分の目標を達成するために今の自分を把握し、今何をして、どういったことが必

要かを確認し、目標までのプロセスを考えることが大切だと分かった。 

 

・人生は一度きりなのに興味があって将来やりたいと思うことがたくさんあって、仕事を選択するときに一つに絞

り込むのは難しいだろうけど、なんだか楽しみになってきました。全力で頑張ろうと思いました。 

 

・東大生やＯＢの方と話すことをきっかけに、誰とでも自分の言いたいことを的確に受け答えすることが今の世の

中重要だと思った。自分にはまだそのような能力が十分に備わっていないので、これから話す力というものを意

識して授業などに取り組んで行きたいと思う。コンピュータの導入によって、人間の作業は減ってきている。しか

しそれを動かすのは人で、判断するのも人だと学んだ。その際人同士で協力し合わなければならない。その意

味でも話す力は大切だ。 

 

生徒たちが実際に社長役、株主役になりきり

株取引について学んだ後、施設を見学しまし

た。 

物流棟で、宅急便が私たちの手元に届く経緯を

学んだのち、体験コーナーでオリジナルグッズを 

もらいました。生徒はとても嬉しそうでした。 


